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問
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数
詞
の
考
察
が
言
語
系
統
問
題
の
研
究
に
お
い
て
大
切
で
あ
る
こ
と
は、

一

般
に
比
較
言
語
研
究室回
に
述べ
ら
れ
て
い
る
か
ら 、
こ
こ
に
は

そ
れ
に
ふ
れ
な

い。
と
こ
ろ
で
日
本
語
の
数
詞
に
つ
い
て
の 、
内・
外
の
学
者
の
こ
れ
ま
で
の

研
究
の
う
ち
で、
も
っ
と
も
す
ぐ
れ
て
い
る
の
は

新
村
出
氏の
論
文
「
国
語
及

び
朝
鮮
語
の
数
詞
に
つ
い
て」
(
東
方
言
語
史
叢
考 、
東
京
一
九
二
七
年)
で

あ
る
こ
と
は

万
人
の
み
と
め
る
と
こ
ん
で
あ
ろ
う。
こ
れ
は、

あ
と
で
同ι
る
よ

う
に 、
3、
5 、
7 、
叩

を
表
わ
す
高
句
麗
語
の
形
が
日
本
語
の
そ
れ
に
き
わ
め

て
近
い
こ
と

を
指
摘
し
た
も
の
で
あ
る
(
高
句
麗
族
は

満
洲
に
い
た
扶
余
族
の

一
支
族
で、
も
と
松
花
江
の
流
域に
す
ん
で
い
た
が、
前
二
世
紀
頃
東へ
移
り 、

修
佳
江
流
域か
ら
鴨
緑
江
中
流
域に
わ
た
る
山
谷
地
帯
に
住
み 、
狩
猟
生
活

を

し
て
い
た。
第一
世
紀
の
後
半
か
ら
遼
東

を
侵
略
し 、
長
城
地
帯
ま
で
攻
め
こ

ん
だ。
第
四
世
紀
に
な
っ
て 、
高
句
麗
は

満
洲、
朝
鮮
に
ま
た
が
る
大
国
家

を

き
ず
き
上
げ
た。
西
暦
六
六
八
年
に
高
句
麗
は

滅
び
た。
旗
図
録
氏「
朝
鮮
史」

東
京一
九
五一
年 、
一
五
ペ
ー

ジ
以
下
に
よ
る) 。
こ
の
類
似
は

き
わ
め
て
注

目
すべ
き
も
の
で
あ
る
が、
金
田一
春
彦
氏
は

そ
の
著
「
日
本
語」
(
東
京 、

一
九
五
七
年)
の
な
か
で、
「
新
村
出
博
士
は、

音
の
朝
鮮
に
行
わ
れ
て
い
た

言
語
の
中
に
は、
日
本
語
に
近
い
も
の
が
あ
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
言
っ
て
注

目
を

ひ
い
た。
こ
れ
は

朝
鮮
の
『
三
国
史
記』
の
「
地
理
志」
に
出
て
い
る
数

詞
を

含
ん
だ
地
名
の
考
察
で
あ
る。
が 、
誇
例
が
少い
た
め
に
ど

う
と
も
言
え

日本語および高句麗語の数詞
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寄
せ

村

七

良日

山

な
かっ
た」
(一一一
ペ
ー

ジ)
と
の
べ
て
お
ら
れ
る 。
こ
れ
は

新
村
氏の
論
文
を

読
ん
だ
ひ
と
び
と
の
多
く

が、
同
論
文
か
ら
う
け
た
印
象

を
の
べ
た
も
の
で
あ

ろ
う
と
思
う
が、
誤
解

を
ひ
き
お
こ
す
お
そ
れ
の
あ
る
こ
と
ば
で
あ
る
と
言
わ

ね
ば
な
ら
な
い。
な
ぜ
な
ら 、
こ
の
文

を
読
む
と 、
あ
た
か
も
三
国
史
記
(
西

暦一
一
四
五
年 。
し

か
し
そ
の
資
料
は

そ
れ
よ
り
は
る
か
に
古
い
時
代
に
さ
か

の
ぼ
る)
の
高
句
麗
地
名
に
お
い
て 、
日
本
語
と
の
比
較
研
究
に
利
用
し

う
る

言
語
資
料
が
少
し
し

か
ふ
く
ま
れ
て
い
な
い
か
の
よ
う
な
印
象が
う
け
と
ら
れ

る
か
ら。
「
語
例が
少
レ」
と
い
うの
は

実
は

新
村
論
文
中
に
あ
げ
ら
れ
て
い

る
語
例
が
少
い
と
い
う
こ
と
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て 、
ゴ一
国
史
記 、
地
理
志

に
語
例が
少
い
わ
け
で
は

決
し
て
な
い。
新
村
氏は
前
記
論
文
の
中
で、
「3

5
7
叩」

を
あ
ら
わ
す
高
句
麗
語
の
形
と
日
本
語
の
そ
れ、
お
よ
び
そ
れ
に
附

随
し
て
「
谷」 、
「
重」
(へ)

を
表
わ
す
形
の
比
較だ
け
に
そ
の
考
察

を
か
ぎ

っ
て
お
ら
れ
る
の
で、
三
国
史
記
自
体
に
語
例
が
少
い
か
の
よ
う
な
印
象

を
読

者
に
与
え
る
結
果
に
な
っ
た
の
で
あ
る。

も
し
伝
え
ら
れ
て
い
る
高
句
麗
語
の
四
数
詞
(
私
の
し
らベ
た
限
り

で
は

そ

れ
以
外
に
数
詞
は

伝
え
ら
れ
て
い
な
い
よ
うで
あ
る)
が
全
部
日
本
語
の
対
応

数
詞
と
合
致
す
る
な
ら
ば 、
他
の
カ
テ
コ
リ
l

の
単
語
に
お
い
て
も
多
く
の
共

通
性
が
み
と
め
ら
れ
る
は

ず
で
は

な
か
ろ
う
か
li

言
語
資
料が
三
国
史
記・

地
理
志
に
お
い
て
そ
れ
以
外
に
存
在
し
な
い
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
別
で
あ
る

1 
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が。
新
村
氏
が
前
記
以
外
の
比
較
語

を
挙
げ
な
い
な
ら 、
そ
れ
は、

適
当
な
比

較
資
料
が
三
国
史
記
中
に
存
在
し
な
い
か
ら
で
は

な
か
ろ
う
か。
と
す
れ
ば 、

回
数
詞
だ
け
が
高
句
麗
訴
と
日
本
語
と
の
間
で
合
致
す
る
よ
う
に
見
え
て
も、

そ
れ
は

偶
然
の
こ
と
が
ら
で
は
あ
る
ま
い
か。

||
こ
う
し
た
疑
問
が
「
国

語
及
び
朝
鮮
語
の
数
詞
に
つ
い
て」
の
読
者
の

心
か
ら
消
え
な
か
っ
た
の
で
為

り 、
従
っ
て 、
高
句
麗
語
資
料
の
組
織
的
な
研
究
は

問
題
と
さ
れ
な
か
っ
た
と

私
は

思
う。

今
年
二
九
六一
年)
夏 、
西
ド
イ
ツ
の
あ
の
静
か
な
大
学
都
市
ゲY
チ
ン

ゲ
ン
で
関
か
れ
た
ド

イ
ツ
東
洋
学
者
会
議
に
出
席
し
た
お
り 、

一向
麗
大
学
(
京

城)
の
李
基
文
助
教
授
(
言
語
学)
に
会
わ
な
か
っ
た
な
ら 、
私
も
金
田一
春

彦
氏
と
お
な
じ
よ
う
な
結
論

を
新
村
論
文
か
ら
ひ
き
出
し
て
満
足
し 、
み
ず
か

ら
三
国
史
記
に
あ
た
っ
て
高
句
麗
語

を
研
究
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う。
私
は

上

記
の
会
議
で
「
日
本
語
の
比
較
ア
ル
タ
イ
言
語
学
的
研
究」
に
つ
い
て
報
告
し

た
際 、
原
始
ツ
ン
グ
l

ス
語
の
語
頭
の
ヱー
に
関
す
る
ド
イ
ツ
の
ト

ル
コ
学

者・
ツ
ン
グ
l

ス
学
者ベ
ン
ツ
イ
ン
グ
教
授
の
考
え

を
批
判
す
る
た
め 、
次
の

資
料

を
提
出
し
た。

調
泳，K
い\
日「
l
u円
刷出

国
しサ
刑制

J白

「
ハ庁
答」

E
「h汁
注目」

Jour巾l
「
δ
〉
n
C」

口O
SF
〈
JC白
日l-
「
実hp」

(
λ
に，K
4
い\
九可令

ヱロ
ヨ悶釦j)

骨口卸
ヨロ
「
可申」

ロ
吉吋戸一
「
蕗」

(
λ
い\eX
主
に
日V

3UDMC)

コ
包∞
〈
且J
EU-
g
「
議」

(つ
い
で
な
が
ら
英
国
ケ
ン
プ
リ
ン
大
学の
ω
5
2
教
授
は

私
の
説

を
支
持

し
て
下
さ
れ
た。)

会
議
中 、
李
基
文
氏
は
私
の
と
ま
っ
て
い
た
ホ
テ
ル(
出o
E
OD-ι
gg
C)

に
来
ら
れ
た
と
き 、
高
句
麗
語
で
「
海」

を
E
E
と
言
ぃ 、
「
土
地」

を
E

と
言
う
と
指
摘
さ
れ
た
(
河
野
六
郎
氏
は

「
古
事
記
に
於
け
る
漢
字
使
用」 、

古
事
記
大
成 、
き口
語
文
字
籍 、
一
八
0ペ
ー

ジ
で、
「
高
句
麗
語
で
『
土
地』

の
こ
と

を
ロO
(口白叶)
と
い
っ
た
ら
し

い。
こ
れ
も
満
洲
語
に
近
い。
こ
れ

か
ら
或
い
は

ツ
ン
グ
l

ス
語
系
の
言
語
か
と
も
考
え
ら
れ
る」
と
述べ
て
お
ら

れ
る) 。
ま
た
李
氏
は

在
米

中 、
わ
れ
わ
れ
二
人
の 、
時

を
異に
し
て
の 、
先
生
で

あ
る
ポ
ッ
ペ
教
授
に
高
句
麗
語
に
つ
い
て
話
し
た
と
こ
ろ
非
常
に
興
味

を
寄
せ

て
い
ら
れ
る
こ
と 、
新
村
氏
前
記
論
文
が
正
し
い
と
恩
わ
れ
る
こ
と 、
江
上

波

夫
氏
の
騎
馬
民
族
日
本
征
服
説
(
後
述
参
照)
が
正
し

い
と
思
わ
れ
る
こ
と 、

私
(
村
山)
が
帰
国
し
た
な
ら
日
本
語
系
統
問
題
と
関
連
し
て 、
三
国
史
記 、

地
理
志

を
く

わ
し
く

調べ
るべ
き
で
あ
る
こ
と 、
な
ど

を
述べ
ら
れ
た。
し

か

し
八
月
下
旬
ド
イ
ツ
か
ら
帰
っ
て 、
三
国
史
記

を
入
手
で
き
な
い
ま
ま
時

を
す

ご
し 、
十
月
中
旬 、
天
理
大
学
の
今
西
春
秋
教
授
の
研
究
室
で
氏の
厳
父
今
西

龍
氏
の
校
訂
さ
れ
た
三
国
史
記

を
は
じ
め
て
見
せ
て
い
た
だ
き 、
地
理
志の
言

語
資
料
の
豊
富
な
の
に
お
ど
ろ
き 、
帰
京
後 、
京
城
の
古
典
刊
行
会
の
発
行(
昭

和
6
年)
に
か
か
る
影
印
本

を
入
手
し
て 、
調
査

を
は
じ
め
る
こ
と
が
で
き
た。

(
こ
の
影
印本ーは
ど
の
活
字
本 、
木
版
本
よ
り

も
優
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る。)

私
は
こ
の
調
査
に
よ
っ
て 、
新
村
出
氏
の
見
出
し
た
高
句
麗
語
数
詞
と
日
本

語
数
詞
と
の
合
致
が
決
し
て
偶
然
性

をお
び
て
い
な
い
こ
と

を
知
る
こ
と
が
で

き 、
ま
た
「
5」

を
表
わ
す
両
言
語
比
較
に
お
い
て
新
村
説
に
附
着
し
て
い
た

い
く
ら
か
の
不
安
定
性

を
と
り
の
ぞ
く
こ
と
が
で
き
た
と
思
う

(こ
の
不
安
定

性
に
つ
い
て
河
野
六
郎
氏
は

前
掲
論
文的ぺ
l
ジ
で 、
「
子
次
が
五
に
相
当
す

る 。
子
は

本
に
よ
る
と
輿
と
なっ
て
い
る
も
の
が
あ
る 。
ど
ち
ら
に
し
て
も
イ

ツ
と
は

や
や
速
い
が、
関
係づ
け
ら
れ
な
く
は

な
レ」
と
述べ
て
お
ら
れ
る) 。

以
下 、
新
村
氏
の
論
文

を
出
発
点
と
し
て
考
察

を
す
す
め
て
行こ
う。
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日本語および高句麗語の数詞'

三
国
史記
第釘
巻 、
高句
麗地理
志の
地
名を
見ると 、
多くの
郡県に
別

名が
附されてい
るが 、
数
詞をふ
く
む
次の
四
郡県に
もそ
れが
附されて

い
る
(こ
の
別
名は 、
もとの
高句
麗の
地
名で
ある 。
そ
れは
後 、
西
暦八

世紀の
中
棄に 、
新
羅の
景徳王に
よっ
て 、
漢訳された
も
の
が
多い) 。

的三
唄
県

二去 、
出面
波今

同五
谷
郡

一
云 、一弓次云
忽

例
七
重
県

一
云 、
難
隠別

判
十谷
県

一
云 、
徳
頓忽

とこ
ろで
高句
麗地
名は
三
国
史記
第お
巻に一
五一 、
第幻
巻
に
二ハ六

の
せ
られ 、
さらに
幻
巻に
は
鴨緑
江以
北の 、
高句
麗と
同族と
恩わ
れる

部族の
地
名三二
がの
せ
られてい
る 。
ぉ

巻 、
幻
巻
の
地
名はほとん
ど
全

部合致
するが 、
その
表わし
方は
両
巻で
ちがっ
てお
り 、
両
巻を
比
較す

る
必
要が
ある 。
たと
えば 、
お
巻に
は
「
兎山
郡 、
鳥
斯含逮
県」
と
あり

「兎」
お
よ
び
「山」
が
高句
麗語で
それ
ぞれ
「
烏
斯含」(毛g伝
言回)
お
よ

び
「逮」
(
E)
と
言うこ
と
が
わか
るが 、
幻
巻では 、
単に
「鳥
斯含逮」

と
あるだ
けで
ある 。
他
方 、
ぉ

巻に
「通
溝県
水入
県」
と
あるの
が 、

幻
巻では
「
水入
県
一
云
買伊
県」
と
あり 、
「
水」
及び
「入」
が
高

句
麗語で
そ
れ
ぞれ
「
買」
(50)
お
よ
び
「
伊」
(
ニ
と
言っ
たこ
と
が
わ

か
るの
で
ある 。
そこ
で 、
ど
うして
も 、
両
巻対照
表をつ
くる

必
要が
あ

る
(
私は
すでに
そ
れを
作製して
あるが 、
紙数の
関係でここ
に
は
発表

しない) 。
わ
れ
わ
れはこ
の
対照表か
ら 、
か
なり
多く
の
高句
麗語
資
料

を入
手で
き 、
こ
れ
を日
本語 、
朝鮮語 、
ツン
クlス
語 、
トルコ

語との

比
較
研
究に
利用で
きるの
で
ある 。

-「

きて 、
前記
地
名の
うち 、

川
につ
い
て
見
れ
ば「密」
ヨ=!
ヨ一
t
E

吋
一一恥"

が
新
村
氏の
言わ
れ
るよ
うに

「3」
を
表わ
すこ
とは
た
し
か
で
あ
る 。
髭

「唄」
は
新
村氏に
よると 、
訓
蒙字会上巻に
ro
EF
と
訓し
「
峻嶺」
の

義と
されてい
る 。
三
国
史記・
地理
志 、
第お
巻で
も「
唄」H「嶺」H「
巌」

ヨカイ

と
なっ
てい
る 。
「
岐」
は
高句
麗語で
波令
官
SDF(又は
波衣と
も
書か

れる)
と
言っ
たの
で
ある 。
私の
見るとこ
ろでは
波衣
t波今は

宮ヒ八

宮r
uBF〈
J白問。←八
「巌」
で
あり 、
もとは
高句
麗語で
ある 。
「訓蒙字会

其他近
世の
字
典並に
辞書に
巌を
朝鮮で
唱曲ya
と
訓して
居
るが 、
今

又
官巳
と
も言っ
て
を
る」
(新
村 、
前掲) 。
こ
れは
高句
麗語か
らの
朝

鮮語の
借用語の一
つ
で
あっ
て 、
朝鮮語に
はこ
の
種の
もの
が
少くない

で
あろ
う 。
そのい
くつ
かは
後に
示さ
れ
る 。
(つ
い
で
なが
ら 、
高句
麗

の
JえOH「
巌」
は日
本語
広白同O〈弐1
宮『0「
巌」
と
同源と
見るこ
と
が

で
きる 。)

高句
麗語で
「3」
を
弓
か
BX
か
ヨニ(
旦叫)
と
言っ
たこ
とにつ

い
ての
別の
証
拠を
河野六
郎氏は
挙げられる 。
氏は
三
国
史記にお
ける

「玄
競
県
本
推良火
県
一一去三
良火」
の
例
を
あ
げ 、
推は
E7「
推

ス」
の
訓読で
あるか
ら 、
ご一は
ヨ-
或い
は
旨可(BE
13
を
表わして

い
る」
と
される
(
河野六
郎 、
前掲 、
mぺ
iジ) 。

ただしこ
の
資料は 、

高句
麗地
名の
出てい
る
第
慌て
第幻
巻
で
なく 、
第山岨
巻
に
見られる
もの

で
ある 。

伺につ
い
て
言えば 、
「五
谷
郡
一
云一弓次云
忽」
と
あるが 、
「云」
は

あ
きらかに
「呑」
の
誤記で
あり 、
また
「一弓」
は
「
子」
の
誤記で
ある

と
見られる 。
新
村氏に
よ
れば 、
輿地勝
覧や
文献備
考註に
子次呑忽

と
あり 、
高句
麗諾で
「五」
を
「
子次」
と
言っ
たこ
とは
きわめて
あり

そ
うで
ある 。
ただ
し 、
「忽
(YR〈
}86
が
郡
安DEH)
に
当るは
固よ

り論
なく」
と
述べ
られるの
は 、
お
そら
く
訂正
を
要する 。
「忽」
は
三

国
史記 、
地理
志では一
貫して
「
城」
を
表わ
すために
用い
られてい
る
3 



か
ら 。
子次
E一起
が
「五」
を
表わす
とい
う

新
村氏
の
説は
正
当で
あ

る 。
cn
E
は
「日
本語の
イツに
頗る
近
似するこ
とに
なる 。」
と
述べ
ら

れるが
E
E(新
村氏の
転写に
よる)
と日
本語
紅白
と
は
「頗る
近似

する」
と
雪えるだ
ろ
うか 。
こ
の
点は
新
村
氏の
説に
や
や
説得力が
不
足

してい
る
よ
うに

思わ
れる 。

現代日
本語の
イツ・
ツの
イツ
は
古くはMZ
で
あっ
たと
推
定されて

い
る 。
日
本語では
狭い
母
音】W
ロ
の
前の同
は 、
後に
破擦音
化
し
た

(HV円聞
い叫) 。
つ
い
で
なが
らアル
タイ
系
言語では 、同
一は
狭い
母
音
F口
の

前では
破
擦背化せ
ず 、
モ
ンゴル
語 、
満洲語 、
南ツン
グ1ス
語グル
ー

プの
ナナイ
話では一
の
前でけ
は
例
外な
く

破
擦音化してい
る 。
とこ

ろで
もし
新
村
氏の
比
較が
正
当で
ある
なら 、
高句
麗語におい
て
も 、
狭

い
母
音の
前で同
は
破
擦音化してい
たと
見るべ
きで
ある 。
「次」
とい

う
漢
字で
表わ
そ
うと
し
た
音
節の
母
音の
青色は
明確で
ない
が 、
それは

-
1
7、巳
の
よ
うな 、

狭い
母
音で
あっ
た
ろ
う 。
「次」
で
表わ
そ
う
と
し

た
音節の
頭子
音は
め
で
あっ
たと
推
定される 。
もし 、
他に同
の
破擦

音化の
例が
無い
ならば 、
「
子次」H
イツ「五」
とい
う比

較
も
充分な
説

得力を
もた
ない
で
あろう 。
しか
し 、
幸に
も 、
わ
れわ
れは
他に
も
高句

麗語にお
ける同
の
破
擦音化の
例を
持っ
て
い
る
(同
の
破
擦品目化は日

本
語・
高句
麗語の
分
離の
後で 、
お
たがい
に
独立に
発生し
た
もの
と
思

わ
れる 。
こ
の
よ
うな

現
象は
同
系諸言語におい
てよ
く
見られるこ
とで

ある 。
日
本語と
密
接な
関係に
立つ
満洲
語 、
ナナイ
一語に
おい
て
も-
の

前の円
の
破
擦音化が
見られるとこ
ろ
か
ら
見て 、
その
萌
芽はこ
れ
ら

の
言語の
祖語に
おい
て
すでに
見られたの
か
も
知れない) 。

高句
麗語では
「口」
(日
本語クチ
ークッ 、

英語
505r)
を「忽次」

1「古次」
と
言っ
た
(第幻
巻に
狩・
項・
口・
県H
古
新・
也・
忽
次 、

六-
n・
部H
甲比・
古次 、
楊・
口・
郡H
要隠・
忽次とあ
ろ
こ
と
か

ら 、
そのこ
と
がわか
る) 。
ま
た
同じ
く

第幻
巻に
泉
井・〔
水〕・
ロ・
県

H
於乙・
貿・
串と
あるが 、
この
場合
「
串」
は
rom〈
ぷ忠
とい号
訓

を
表わしてい
る 。
忽次 、
古次 、
由中は
rEmE
l
-2
2
を
表わし 、
日
本

語の
rcclr三口「口」
と
同源で
ある 。
私はこ
のこと
ば
を
重視する 。

大
野普
氏に
よると 、
日
本語の
か
なり
多くの
身体部分表現名詞 、
すな

タヲ
マ

ヲタ
ッ

チテ

わち口 、
目 、
胃(腸) 、
背 、
胸(乳)
はポ
リ、不シア

語
系
の
言語に
近い

ハラ
ホソ
ホホ

形が
見ら
れ 、
ま
た
腹 、
隣 、
頬に
類似する
もの
が
「ポ
リネシア

語と
同

系に
属すると
考えられてい
るイン
ド、不シア

語」
の
中に
見ら
れる
(大

グチ

野晋 、
日
本語の
起源 、
山ペ
lソ) 。
と
くに 、
「口」
を
表わ
す
単語につ

〈ち

い
ては
次の
よ
うに

述べ
られる 。
「ロ
とい
う

単
語
は
朝鮮語では
苛
で

ある 。
しか
し
南朝鮮の
全
羅南道に
は
E-
とい
う方言
が
ある 。
こ
れ

〈ち

は日
本語のロ
(rロ門
TIrgロ)
に
対応
す
る
(rgc
は
EZ
の
誤
植か〈ち

引
用者) 。
そして 、
7Fフイ・
ポ
リ、平シア

語
族の
多
く
の
言語の口

の
祖形は
恒三、c
と
推定せ
られてい
る 。
こ
れは
あま
りに
も
日
本語と

一
致する
形で
あるが 、
アル
タイ
系に
はこ
れと
類
似の
形は
ない
よ
うで

ある」
(大野晋 、
前縄 、
四ペ
ージ) 。
しか
し 、
い
ま
や
高句
麗語に

rEmwE(rcm-)
「口」
が
発見された
以上 、
この
主
張は
修正されなけ
れ

ば
ならない 。
わ
れわ
れは 、
日
本語・
高句
麗語の
共通基
本
形
と
し
て

弟三口
を
推
定で
きる 。
大野
氏の
言う
南朝鮮語の
形
rc一
は
朝鮮語に

お
ける
母
音問の門
の
流
音化 、
次い
で
朝鮮語にお
け
る
語末母
音の
消

滅に
よっ
て 、
その
成立が
合理
的に
説明される 。
つ
ま
り
AEZ1
3
5

V
AEEI
AEEV
E-
とい
う変化の

過程が
推
定される 。
この
音変化

は
次の
例で
も見ら
れる 。

国
対
Mm
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日本語および高句麗語の数詞

(H)『曲三八
J
E「骨骨」

忍-〈
JmE〈
J
E「添」

(N)EZ〈毎
ECB「議ww」

5-FHH戸〈
ぷ巾CBA
3
EB「NW却下」

狭い
母
音の
前に
立つ
回
も流
音化し
たと
思わ
れる

(ω)ro回一〈
J四回目「寝」

同色】〈
J叩包「一滴」

ω 、
ωにおい
ては
TCBEE(すなわち 、
狭い
母
音い
が
後
続音節

に
立つ
ために 、
先
行音節の
広い
母
音
曲
が
影響を
うけて

明
と
なる 。

ド
イツ
語の
宮RZ「権
力」 、ERE-同
「強
力な」
の
場合
も
同じ)
の

現象を
みとめ
るの
で
ある 。
日
本語
PZ〈
J白片岡「
鈴」
と
朝
鮮語
源-

「蜂」
と
を
な
ら
べ
て 、
日
本語
同H
朝鮮語
少
日
本語HH朝
鮮語】
と

い
う

対
応
関係を
確立
するこ
とに
わ
れわ
れは
満足すべ
きでは
あるまい

と
思う 。

わ
れわ
れは
高句
麗語の
影響が
さま
ざまな
分野に
おい
て
朝
鮮語に
あ

らわ
れてい
ると
思うが
大野晋
氏の
挙げる
南
朝
鮮語
E-「口」
も
高句

麗語か
らの
借用語で
あるか 、
或い
は
||こ

の
方が
よ
り
大
きな
可
能
性

を
もっ
と
見られるが
||高句

麗
系の
部
族が
新
羅化されたε
き 、
完全

な
形に
お
ける
新
緩化が
行わ
れたの
で
な
く 、
もとの
高句
麗語が
残存し

た
もの
で
ある 、
とい
うこ
とに
なるの
で
ある 。
大
野
氏が
南
朝
鮮の
r三

「口」
と
日
本一治クチ
ークツとの

関
係に
着目され
た
の
は
大きな
功
縦で

ある 。
(つ
い
で
な
が
ら 、
r三
とい
う

単語は 、
小
倉進
平
著「朝鮮語
方

言の
研
究」
上
巻(
東
京 、
一
九四
四
年) 、
ωペ
lジに

出てい
る 。
朝
鮮語

に
お
け
る
語
末母
音消滅につ
い
ては
拙
稿
恒三
常
司2g
gι2ωggg­

〈RrEHNE口問
5
ιぬ口
白-s-Rro口
ω
官同ロ}MOM-
OHNH開Zω"
〈o-
×F
Z『

γN
Lu
g-
ZE
g
参
照) 。

私が 、
日
本語
E2
1
EZ「口」
に
関
す
る
大
野説に
満
足で
きない

のは 、
氏がこ
れを
ポ
リ
ネ
シ
ア
語の
由CZ(大野氏の
表記による)

「口」
と
向源と
見ょ
うと
されるか
らで
ある 。
高句
麗語
の
形が
あきら

か
と
なっ
た
以
上 、
マ
レ
l・

ポ
リ、子ンア

語との
関係に
関する
説は一
一層

支持者を
失うと
予想されるが 、
こ
れが
明らかに
なる
前で
も 、
7
レ
l

-
ポ
リネシア

比
較言語
学の
専門家の一
人で
ある
泉
井久之助
氏に
よっ

て
批
判されてい
た
(「例えば
||と

泉
井氏は
述べ
られる
||
FJ
5・

5
語の
音
韻体
系と
音韻
法は
『日
本語の
音韻の
特徴と
実に
よ
く

合致

し 、
こ
れほど
類似した
特徴を
持っ
た
言語を
見出す
こ
と
は
困
難で
あ

る』
と
しつつ 、
そのい
わ
ゆる
司oqロ23
語は
共通原HVDσロ25
語を

指す
か、
或い
は
MUD-可ロ25
一訟
派
の
ひとつ
の
言語または
方言をさすか

を
明らかに
するこ
と
な
く 、
直ちに
ω白5
2世間の 内間三E .(口)
をあ
げ

てこ
れを
日
本語の

グクチH
に
当比する日
本語
起源論者が
ある 。
そし

て
彼は 、
F5
8
語に
関して
通
常の
辞書
の
習慣上
聞
を
もっ
て
巴
の

音を
示し 、
従っ
て
悶EZ
は
回EZ
で
あるこ
と 、
お
よ
び 、
その!?

は
歴
史的に
本
来単なる件
では
なくて
破
擦
的な口
筆化音
3 、
で
あっ
た

と
考えられる
こ
と
(従っ
て
gm一
225
の
ヨ企戸
語に
おい
て
也EZ

Pログ 、
Fιoロ
g白
の
吋白官}D∞
語におい
て
出50H上唇グ
等) 、
こ
の

3、
は
ω白g
g
語におい
て
普通は聞
で
再
現せ
られる
け
れど
も 、
特に

UEZ
と
なっ
て
17

が
現わ
れるの
は
冨白-
30・HUD-可口
呂田口一
般で
あっ

て
今も
FL0
5
3
語
派の一
部に

q生きてw
残る
鼻音前出
現象
QE・

2窓口2
5間)
に
よっ
て
FDJ 、ー
として
使用せ
られたために
規則的に

谷口
そ↓門
と
なっ
た
結果と
して
UC
Z
を
現出せしめたの
で
あるこ
と 、

従っ
て
ω
25白
語
出ロZ
を日
本語グクチグ
に
比
当する
意
図の
下に
は

JEロよよ
の
形を
考慮し
なくては
ならない
こ
と
などを 、一
切
知らない

の
で
ある」
(泉
井久
之
助 、
数理とい
わゆる
言語
年
代論
の
有効性につ

い
て 、
計
量国語
学 、
Z0
5・
一
九六
O年 、
日ベ
lジ

以
下) 。
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高
句
麗諸に
お
け
る円
の
破
僚
音
化の
も
う一

つ
の
例ば
「
角」
を
表わ
す

高
句
麗語で
ある 。
第
芝宅に
「
牛
首
(
頭)

首
次
若」
と
ある 。
首

(
宮
t
g)
が
「
牛」
を
表わ
すこ
と
は
同じ
く

第幻
巻に
「
牛嶺
首
知
衣」

と
あ
るこ
と
か
ら
も
明らか
で
ある
(知
衣は
波
衣の
誤
記で
あるこ
と
も
明

ら
か) 。
「
首」
(抑ロ
i
g)
は
朝
鮮語のmo
lg

「
牛」
に
対応
する 。
朝
鮮

語はこ
れ
を
高
句
麗垣間か
ら
借
用し
た
可
能
性が
ある 。
次
若
m
E
〕Er
は

「
首」
或い
は
「
頭」
とい
うこ
と
ば
を
表わ
すは
ずで
ある
が 、
こ
れ
は

「
角」
を
表わ
すで
あ
ろ
う 。

「
首・
次
若」
は
「
牛・
角」
の
こ
と
で
あ
ろ

う 。
日
本
語の
ツ
ノ
「
角」
(ノ
は
甲
類)
に
対応
す
る 。
こ
の
場合に
も
高

句
麗語で
は
ツ
ノ
の
ツ
が
破
僚
音
化し
てい
た 。

か
く
て 、
ィッ
「5」 、
クツ
Iク

チ
「口」 、
ッ
ノ
「
角」
に
おい
て 、
高

句
麗語で
は門戸戸
(
tc)

の門
が
破
僚
音
化し
てい
たこ
と
が
推
定さ
れ 、
従

っ
て
「5」
を
あ
ら
わ
す
高
句
麗語
「
子
次」
が日
本
語の
WC
に
すこ
ぶ

る
近い
こ
と
が
みと
め
られ
るで
ある 。
河
野六
郎
氏は
前記
論
文m
ベ
lジ

で
「
子は
本に
よ
ると
興と
なっ
てい
る
もの
が
あ
る」
と
述べ
て
お
られ
る

が 、
E収も
信
頼の
お
け
る
朝
鮮の
古
典
刊
行会
影
印
本で
は
「一弓」
と
あ
り 、

ま
た
東
洋
文
庫
所
蔵の
太
祖三
年 、
明
洪
武二
七
年
ご
三
九四
年)
の
放の

為る
木
版本に
は
「
弓」
と
あ
り 、

私は
「
興」
を
見たこ
と
が
無い 。
お
そ

ら
く

河
野
氏が
「
与」
と
書い
た
もの
を
誤っ
て
「
輿」
と
植
字さ
れ
たの
で

は
あ
る
まい
か 。

刊につ
い
て
言
えば 、
新
村
氏は
難
隠が
ナン
ウン 、
即ち
「ナヌ
ン
とい

う
語
を
示す
らしい
の
で
あ
る 。
一
歩
譲っ
て
も
難の一
字で
ナヌ
を
表は
す

と
も
見られ
るの
で
あ
る」
と
述べ
て
お
られ
る
が 、
こ
れは
正
当で
ある 。

難
隠は
Eロロロ〈
J
2
2
を
表わ
すで
あ
ろ
う 。
こ
れ
は日
本語
E
E〈

J
g
gw

ツ
ン
グ
l
ス
基
本
語

J
E
S
「
7
」

と
関
係
あ
る
こ

と

ば
で、

J
2
2
2
V
D
主
き

か

J
E
E
V
D
2
2
V
口
白
E

か
の
発
達
を
と
げ
た
も
の

で
あ
ろ
う。

そ
の
い
ず
れ
が
歴
史
的
過
程
に
対
応
す
る
か
。

い
ま
決
定
は
で
き

ない
よ
うに

見え
る
が 、
ツ
ン
グ
lス 、

高句
麗 、
日
本語の
「7」
を
あ
ら

わ
す
数
詞が
同
源で
あるこ
と
は
うた

がい
えない
と
思う 。
つ
い
で
なが
ら

y
ン
ク
lス

語
ロー
が口
本語
コー
に
対応
するこ
と
を一不す
例は
少く
な

い
が 、
ここ
に
そ
れ
らを
挙げるこ
と
は
さし
ひ
か
え
る 。

「
別」
が日
本語の
「へ」
(
重)
に
対応
するこ
とにつ
い
ての
新
村
氏の

説は
正
当で
あ
る 。
「へ」
(
重)
は
日
本語で
は
甲
類で
あ
る
が 、
「別」
と

い
う

漢
字が日
本
語で 、
甲
類
「べ」
を
表わ
すの
に
用い
られてい
るの
は

興
味が
ある 。
高句
麗語で
難
隠・
別と
表わ
さ
れる
合
成
語が
古
代日
本
語

で 、
那那・
陛
(
雄
略
即
位前
紀) 、
奈
奈
弁
(万
葉)
と
して
表
わ
さ
れ
て

い
る 。判につ

い
て
言え
ば 、
新
村
氏の
言わ
れるよ
うに 、

十谷
県H
徳
頓
忽の

十が
徳に
当り 、
谷が
頓に
当る 。
「徳」
sr
ls「叩」

は日
本
語の
g君。

〈ぷ岬
dZ
「叩」
に
対応する 。
日
本語の
乙
類オ
列
音
母
音の一
部が
ツ
ン

グ
lス

語の
少
朝
鮮語の
少
モ
ンゴル
語の
ぬ
に
対応
す
るこ
と
につ
い

て
は 、
私は
すでに
別の
論
文でのべ
た 。

タニ

「
頓」
は
高句
麗語で
「谷」
を
表わ
すが 、
「旦」 、
「
呑」
に
よっ
て
も
表

現さ
れてい
る 。
す
なわ
ち 、
三
国
史記 、
地
理
志で
は
「
頓」H「自己H「
呑」

で
あ
り 、
お
そ
ら
く
Sロ
を
表わ
すで
あろ
う 。

徳・
頓は
日
本語の件。者0・

ZE
「
十谷」
に
音
義と
もに
対応する 。

さて
新
村氏は
以
上の
考
察か
ら
次の
よ
うな

結
論をつ
け
て
い
る 。
「以

上 、
三・
五・
七・
十の
四
数
詞に
於て 、
日
鮮語
(正
し
くは日
本語・
高

句
麗語と
すべ
きで
あ
る

引
用
者)
間の
類
似の
程
度に
も
多少の
差は

あ
り 、

又
確
実
さに
も
幾分の
相
違は
あるが
全
然
偶
然の
暗
合と
は
見られ

6 



まい
と
思
う 。
而
も十
中の
四ばか
りの
類
似で
あるか
ら比
較言語
学者に

は
非
常の
好
資
料を
供し
閥
系
論者に
は
幾分の
強み
を
与へ
るので
ある 。

但し
偶々
高句
麗の
地
名に
見出さる\
と
言っ
て
も 、
そ
れ
で
他の
二
国

(
新
緩と
百
済を
さすと
思わ
れる:・
引
用者)
に
はか
か
る
類似は
ない

と
速
断するわけに
は
ゆかぬ 。
実例の
不
備が
然らしめ
るの
で
あ
る
か

ら 、
直に
数
詞の
地
方的
差
異と
目するこ
と
は
出
来ない
の
で
ある 。
予
輩

は
如
是
き
実例が
他の
地
域よ
り
も
見出さるh
や
否や
を
確むる
時
機を
待

つ
の
外は
ない 。」

その
後 、
新村
出氏にこ
の
研
究の
継
続と
目すべ
き論
文の
あるの
を
私

は
知らない 。
お
そら
く 、
新羅 、
百
済系統の
言語の
数
詞の
中に
高句
麗

語
数
詞と
同
系と
目すべ
きもの
が
発
見されなかっ
たの
で
あろ
う 。

市百

済語が
将来
明らかと
なっ
た
場合その
数
詞が
高句
麗語と
共通の
もの
が

発
見される
可
能性は
あるが 、
新
羅語の
場合は
それが
無い
で
あろ
う 。)

四つ
の
数
詞に
おい
て
高句
麗・
日
本語
間に
大きな
類似が
みとめ
られる

な
ら
他の
カ
テゴ
リ
ーの

単語に
おい
て
も
両言語
問に
類似が
見出されな

い
か
ど
うか
を
検
討するこ
と
が
両言語
問の
系統関係をあ
きらかに
する

上に 、
ま
た
数
詞比
較か
ら
偶
然性を
排除する
上に 、
もっ
と
も必
要なこ

と
で
は
なか
ろ
うか 。
たと
えば 、
上に
見たよ
うに 、
「口」
(BDEY)
が

高句
麗語で
古
次 、
忽次と
表わ
さ
れる
なら
(「古」
は
rc
を
表わ
すと

見ら
れる 。
なぜ
なら 、
「玉」
は
高句
麗語で
古
斯に
よっ
て
表わ
さ
れる

が 、
こ
れは
朝
鮮語の
古
住「珠玉」 、
日
本語
r
gg「
釧」
に
対応す

る) 、
当
然「次」は
mロ
に
近い
音
節を
表わ
すこ
と
が
想像され 、
そこ
か

ら
Z
の
同
の
破
擦音化が
推
定され 、
そのこ
とは
「子
次」
の
比
較考

察の
さい
に
も
重
要で
ある 。

新
村氏に
よっ
て
日
本語との
類似を
指
摘された
単語は
上
掲の
通りで

日本語および高句麗語の数詞

あるが 、
わ
れわ
れは 、
三
国
史記 、
地理
志の
中か
ら 、
次の
よ
うな

単語

を日
本
語との
比
絞の
ために
とり
出すこ
と
がで
きる 。

H判明骨

到S滋刷出

-)
川閃

叶涼
r
E
(
仔薄日叩温
帯神論

rc切に(
梨凶」)

蕗

3
5-
l河
口Dl震
ロD

(
一ぷ間同
長一FH
S
什「，

?時
間司

品川
測
すJサ
l門
叫
d
V
NV)

(」什
薄日
記
い\
山Ya
l
u?
議
室

Mm
E「枠
連」)

や前

2
u亦
ロ
2
5一
(
智
内-
mv
〈
口同
司回一)

(
2FH
E
E‘，
w
h却
時司
時
刻
ぴ

Jサ
1円
リ
d
V
N伊)

(
存
薄
，X
い\
wb
l
uN
刑制
S
SE

-円
H
察
官
房
r
名
古
t
若
宮司

(
汗索い
ててU
硝
宮古司、「
3

爵で」・
』白℃伽釦「
案成」)

岱

古
田陣
m一一回司
(凹
5司)

湖

沼
当
吟
当ロ
巴間曲
目

(
長
裁・

てて
u
蹴
Z
5開
苫ロ

「河」

ロ

袖仰
向汗
l
叫・
N月
rEC
引
〈
3
5E

時(周回)
八
連
湾総
mr.
5
苫r八3
5
3r

(
連
品目
edFH
存・
湖周
作
V
MVHU内

令-
w』
旦)
れ
什
d
HV
MV
叫)

ト3
) 

じコ
) よ‘

) 
σ) CJ可� � 。。 、a� � 

田
悦
踊

rロ虫円。「冊一=」

ロ白「朴
益」

(
ヰa
-
h廿W

AV

UJN

斗)ロ曲目M「
薄」

ロ川町内山ω
八
口同
g，
g

〈長ロ削
ga
g
「
緩」

Em「
案」

回目]門白
己目白
色
〈予
宅E
Z間一

r=丘、，RrEHHH

ZロO
八
3己ロ
苫
「
冶」
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9) 足 廻kwai kuwe蹴
(もともと「足」の意味

をもっていたであろう)
10)泉 於乙uilくホbul wiく*wuiく*bul

(比較: トルコ語bul-a-q í泉」

11)熊
モンコゴゴ0ツ、/ルレ語bulト.十T灯「泉J)) 
功 木 ko叩n昭l唱gm叩0北k E 

(比較: ツングース諮kuma
íl彪， あざらしJ， 朝鮮語kom
く時uma í熊」

kuma 

12) 水~川 買me ml 
(但し， 買は弥mi，米mlと
・交替する場合がある)

13)城(註) 忽、kul�kol kïく*koiく*kol
(比較 トルコ語qol-ran�qul-ran城

モンコツレ語qol-ran城
満洲語goloく町010省

14)鉛 乃勿naimul (おそらくnamul) namari 
(í乃」は naを表わすであろう。
比較:朝鮮語nab í鉛J)

15)心 居戸kör (河野氏の御教示による)kökörö 
16) 山=高 速tat�tal�taく*tak taka í岳」

17) 木

(比較 トノレコ語tarく*rar
「山J) taka í高」
防kY\ii kiく*kei

18) 母

19)黄

20) 深
21)猪
22)巌

也派(也は巴の誤記と恩
われる。 巴=波pa。 派
は派の誤記であろう)

papa 
骨kol�kul

伏斯puksi
鳥斯WUSl

波衣�l皮今paii�pahyoi
くホpafoi

fafa 
*kï (ただしこの形は

文献で実証されないが
ku-ganeと交替すると
ころから刊Iと推定さ
れる)く*kuiく吋ml

fuka-si í深」
usi í牛」

ifafo<救i-pafo
制 E言語Rrn*同�1l � ・lk!主主将軍昨臨活必r:-' .t'��ミ時金時田去三初�

.;2-\J鋭{}.可'\'(J与二時 (・1>ーi)。 窓

(1)火事pËl>車f\ii>fi (新羅語で「火」を「伐J p\;1と言ったよう

である。)

そして *p!:1は合成語に入るとき語末の ・lを失い，いわゆ

る「被援形」を現出する。 他方 ー1>寸 の形は「露出形」と

して現れる。 この見地からすれば， 後者は完全形， 前者は幹

収縮形と呼ぶことができる。

(2)誠 事kol > *koi > kï 
(3)黄叫ml>*kuï>kï (ただし， 前述の通り， kï í黄」は文献

によって実証されず)

似)井 *bul>ホwul>*wui>wi

∞ 



(印)
出
占存v‘rF
UvrF
(
跨
薄・
てでU
蹴
丘-「
市」)

上
記
リ
ス
ト
は

今
後
の
研
究
に
よ
っ
て 、
さ
ら
に
増
補
さ
れ
る
こ
と
が
可
能

で
あ
る。

日
本
語
と
高
句
麗
語
と
の
密
接
な
関
係
は

次
の
諸
点
に
現
わ
れ
て
い
る。

ω
前
記
四
数
詞
の
合
致 。

ω
残
さ
れ
て
い
る
唯一
の
高
句
麗
親
族
呼
称
(「
母」)
の
合
致
(
た
だ
し 、

こ
れ
は

派
が
派
の、
也
が
巴
の
誤
記
と
解
し
た
場
合) 。

ω
身
体
部
分
名
称
(「口」 、
「
足」)
の
合
致
(
た
だ
し
「
足」
に
つ
い
て
言

え
ば 、
日
本
語
E宅四
「
蹴」
が
本
来
「
足」

を
意
味
し
た
と
解
し
た
場
合) 。

ω
後
に
見
る
よ
う
に 、
接
頭
辞
g
の
用
法
が
日
本
語
と
同
じ

よ
う
で
あ

る 。的
合
成
語
が
日
本
語
的
で
あ
る。
例

回附
晃

劃
d
漏刑制

到・
誕(H
E・
誌)
協・
憐
E-ro-八3
ミ-ro-
国
法
制m

gr釦-rM〈ぷ白r-

Ero-
ロ白ロ曲・同市

}内白『TrEC

HHMwaMHM 
HHロ
ム白口戸

己
包悶F'
gru

日本語および高句麗語の数詞

灘
認-
MY」
Eロロロ・旬。

m官
民-
H町内対
E
SF-wgg

湖・
苛
B2

常
災・
琳
ロ押印ロ-gロ〈EHC'g口

、加
当
吟・
協
者ロ回一間曲目白
E

〈
Y司広明一同州W
HHZ即日、

同
上
記
ω 、
仰 、
ω
以
外
で
も 、
次
の
よ
う
な
重
要
単
語
が
共
通
で
あ
る。

結
(
什汁
惇)

EU
到

論

議

本

岳

ムい・
同

河・
ロ(U
索・
ロ)

N穴・
〉

阿・
品恥

um-
E 

取師

同郡

葉

N片

以
上
に
よ
っ
て 、
「
高
句
麗
語

は
系
統
上 、
日
本
語
に
非
常
に
近
い
言
語
で

あ
る」
と
結
論
し
て
も 、
大
き
な
誤
り
で
は

な
い
で
あ
ろ
う。

高
句
麗
語
が
現
代

朝
鮮
語
の
祖
語
と
は

異
っ
た
系
統
の
言
語
で
あ
る
こ
と

は、
両
言
語
の
数
詞

を
比
較
し
た
だ
け
で
も
あ
き
ら
か
と
な
る。

国
税
制制

調
S
漏
梢

沼
会
霊神判
明開

口
時
台
δ
盤
零
鞘

同
町一円0・2
〈
J
E

ll

Zロ白

羽前

N
PS・2〈
J三回

1ll

同C一〈JE
5L

泌物

ω
grg〈各自-
1
3H=-
BMlg巳

凹明一目

前島

品

1・
2
〈
占o

il

S
E

磁

印
一円ロ'
Z
〈
I
Z

E
別口
〈
J
z

g白崎ω

均
mM

白
ヨEaHE八
JHE

--

司令臼明

倍
加何

叶
E
E-Z〈
J
S
E

EDEロ

己問。司

l
妙

∞

苫-
Z
〈
三
宅

||

可叩
企-

勝
城

田

Ero
s-
Z〈
J
as
--h

50
司

詔冷

5
HO
唱。
〈
3叩
耳c

s
t
sr

u、
包

鳳

こ
一
世
紀
の

朝
鮮
語
数
詞
は

新
村
出 、
前
記
論
文
に
引
用
さ
れ
て
い
る 。

西
麿一
一
世
紀
乃
至一
二
世
紀
初
め
の
高
麗
語
の
形、
鶏
林
類
事
所
載
の
も

の。)
高
句
麗
語
の
四
数
詞
は

現
代

朝
鮮
語、
お
よ
び
そ
の
祖
形
で
あ
る
高
麗

語
数
詞
と
全
く
も
が
っ
て
い
る。
高
句
麗
語
と
朝
鮮
語
と
は

別
系
統
の
言
語
と

目
すべ
き
理
由
の
ひ
と
つ
は
こ
こ
に
あ
る 。

し
か
し 、
両
言
語
聞に
は
次
の
よ
う
な
共
通
語
も
見
出
だ
さ
れ
る 。

一郷薬

剤訓市出回聞説

書報酬瑚

も守山

骨格，
芳
お旬Dr
〈
♂白・
吉一

宮-伺
古
「
決」
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とv将司
83回一ロ
〈骨
8・
2一向5

持
建

議
室
協
P-由
q
g
八
JE一回】口
吐
き

44
盗
占叩
い、、ukで
蹴
}dzzdコ
八
JE一白開削コ

5
1
F
H
E

M計
一部
見)
燦
週
刊世

包
(
金一
片首
長

8・
2
「
決
」

δ

g)

什

耳
務
作

田
σ
営
針
。

評
決
}向。口四
日or

ro
B
「
濡」

長
円一将・
コ
訴
訟
rc
自白
「
濡」

，X
V\
山可
l
N
甜
rc
gm
「
同開句
MV
仙明ぷ
「」

川町
HS
r
E
X
EE-

E回口
「
察
附」

時
ElE

g
ig「
ヰい」

ふ企
rFB
gc-

Zヨ伊一
「源」

蕗
対
i
薄
ゆ
官
E
1
3
ZDH

宮
E
「
溺」

実
uq
沼一-F

日uJ一
「
震」

出国
国一凶
1
4m
州
苫
苫

ヨ
三
「
蕊」

時
NX
t
伶
内庁
宮内叫巴
〈梼
Z
E

E-
八
Sc
E
Aハ
Sc
z

「ロ」
(
週
蛮
苓)

こ
れ
らは
高
句
麗語か
ら
高
麗語に
借用さ
れ
て
現
代
朝
鮮語に
伝えら
れ

た
もの
で
あるか 、
或い
は
問、源の
もの
も
あ
ろ
う

(日
本語の
ヨ三DHF

「
緑」
は
大
野
晋
氏に
よっ
て 、
「日
本
語の
起
源」
mペ
lジ

で 、
朝
鮮語の

z-
「
緑」
と
比
較さ
れ
る
が 、
高
句
麗語で
忠一一一
の
形で
現わ
れ
る
から 、

こ
の
比
較の
正
当
性は
疑わ
れ
る) 。

高句
麗語と
朝
鮮語
(J
高
麗語
↓

新
羅語)
と
は
同
系
統と
思わ
れ
ない

こ
とにつ
い
て
は
すで
に
述べ
た
が 、
し
か
し
無
関
係と
は
言え
ない
で
あろ

う 。
朝
鮮語は
アル
タ
イ
語
族に
属するこ
と
は
定説に
な
ろ
うと
しつ
つ
あ

る
(つ
い
で
な
が
ら 、
朝
鮮語
r
ua
包唱「
女」
は
漢書
旬奴
伝に
出て
く
る

j諒日目司書自君事，:0 令H
E事

応
次
「
女
」

と
す
こ
ぶ
る
似
て
お
り
、

朝
鮮
話
に
も
旬
奴
の一
言
語
の

名
伐
り
が

日ん
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
せ
る
の
で
あ
る
)
。

高
句
麗族を
もっ
てy
ンク
lス

族と
なし 、
高
句
麗語を
もっ
てツ
ン
ク

lス
系
言語と
見る
学者
も
少
くない
よ
うで
ある 。
た
と
えば
江
上
波
夫
氏

は
次の
よ
うに

述べ
て
お
られ
る 。
「
私は
〔
西
暦四
世
紀
前
半に
引
用

省〕
日
本を
占
領
支配し
た
大
陸
北
方
系
騎
馬
民族と
は
具
体
的に
はい
か
な

る
民族で
ある
かとい
う

問
題につ
い
て一
言し
ま
し
ょ
う 。

それは
お
そ
ら
く

旬奴
や
鮮卑や
烏
桓の
よ
うな 、

蒙
古の
草原
地
帯の
遊

牧
的
騎馬
民族たる
トル

コ
族や
蒙
古
族の
系
統をひ
く
もの
で
は
な
かっ

た 。
そ
れは
たぶ
ん
満
洲の
森
林
地
帯に
原住
した
狩
猟的
騎
馬
民族たるツ

ン
グ
lス

系で
あっ
たろ
うと

思わ
れ
る 。
とい
うの
は 、
朝
鮮に
南下
した

大
陸
北
方
系
民族が 、
高
句
麗にし
て
も 、
夫
余にし
て
も
減にし
て
も 、
い

ず
れ
も
満
洲に
原
住し
たツ
ン
グ
lス

系
統と
考え
ら
れ
てい
るの
で 、
朝
鮮

を
南
下し
て 、
さ
らに
日
本に
まで
渡来し
た
大
陸
北
方
系
騎
馬
民族もやは

り
それ
らと
同
類の
ツ
ン
グ
lス

系
統と
見て
大
過ない
もの
とお
もわ
れ
る

か
らで
す」
(
石田
英一
郎 、
江
上
波
夫 、
岡正
雄 、
八
幡一
郎 、
日
本
民族

の
起
源 、
東
京一
九五
八
年 、
四ペ
lン

以
下) 。
つ
ま
り 、

高句
麗 、
夫
余 、

滋などの
民族はい
ずれ
もツ
ン
クlス
系
統と
解さ
れ
てい
る 。

ま
た
井
上
光
貞
氏は
「
高句
麗がツ
ン
グ
lス

系の
騎馬
民族で
あ
るこ
と

は
確か
なこ
と
で・
」
と
述べ
て
お
ら
れ
る
(
井
上
光
貞 、
日
本
国
家の
起

源 、
東
京一
九六
O年 、
問ペ
l

ジ) 。
し
か
し 、
こ
の
説は
確
か
な
根拠を

もっ
てい
るわ
け
で
ない 。
ま
た
河
野六
郎
氏は
前記
論
文の
中で 、
高句
麗

語がツ
ン
ク
lス

語
系の
言語か
と
も
考えら
れ
る
旨
を
述べ
て
お
ら
れ
る

(四ペ
ージ) 。
し
か
し 、
こ
れは
「
土
地」 、
「
城」
を
表
わ
す
高
句
麗語と

満
洲語と
を
比
較しただ
け
の
こ
と
で
あるか
ら 、
「もと
よ
り
こ
れ
らの
単

10 



語だ
け
で
は 、
言
語の
系
統
帰
属を
論
断するこ
と
は
出
来ない」
(即ぺ
l

o/)
とこ
と
わっ
てい
るの
は
正しい 。

偉大
な
東
洋
史
家 、
白
鳥庫士口
氏は 、
かつ
て 、
高句
麗を
東
胡種
族と
な

し
た
(
白
鳥
庫
吉 、
日
本
書
紀に
見
え
たる
掛墨田の
解
釈 、
史
学
錐
誌
第八
編 、

制ぺ
lジ) 。

そし
て
東
胡の
胡と
は
実に
旬奴
で
あ
る
(
榎一
雄
氏の
個人

的
御
教
示に
よ
る) 。

高
句
麗
語が
ツン
グ
lス

的
要
素を
ふ
くん
でい
る
こ
と
は
私が
三
国
史

記 、
地
理
志の
資
料か
ら
あつ
め
た
次の
資
料に
よっ
て
証
明さ
れ
る 。

H判明骨

到』滴酬m

ex
yW
IN-
訴差蹴

M7

官
在ロ

P一間交白ロ

結(H
h庁法)

5

5

事

ロ白ヨ←

ロ剖HHHE

〉'が

-ー

持也前

ro]

悶O}D〈
Ao-
(
議宇
一諸制)

寸

ロ白ロロロ

ロ同仏印ロ

高
句
麗語と
日
本
語と
の
密
接な
関
係を
考慮
する
な
らば 、
そ
し
て
と
く

に
両
言
語の
数
詞の
注
目
すべ
き
合致を
考
慮
する
な
らば 、
「4」(
志〈鋳

ι口) 、
「8」
(
苫〈
ご
昌) 、
「9」
(roroロロ〈
JD向。ロ)
につ
い
て
も 、
高

句
麗
語は
日
本
語と 、
従っ
て
ツン
グ
lス・

満
洲
語と
共
通の
数
詞を
もっ

てい
たの
で
は
ない
か
と
も
想
像さ
れ
る 。

高
句
麗
語を
ツン
ク
lス

系
言
語と
単純に
規
定で
きない
の
は 、
そ
れ
が

トル
コ
語と
も
次の
よ
う
な
共通
話を
もつ
か
らで
あ
る 。

HH-来

別注調刑制

ててu
蹴

(H)
廷

悩
ro-
-
E-

Ao-
Eロ
l

宮-
Eロ

(N)壬

保
亘
tg円〈3

ミ

g可

日本語および高句麗語の数詞

国
枠制m

EAハ
ヱSF八
三向。一

gru〈3
3、日

(ω)ヰ一υ
(品)同

(日)汗H再来
湾内』ロ一-八
占己]

]uz
r白人
ヱ内
相当

m叩
汁一い
E-u司Hitt-
宮古

宅-八
Yミ口一八三)C

rc-・白・』
』白ロ

』包司-「
「百戸山I」

宮司市釦
「
索」

(白)D

者
cr

z

(寸)雰

検
特件。白百戸〈305
ZH
SEM吋

(∞)沙

門ト
ュ
t回

目
「動」
t-

Em「
法」

上
記の
うち

ω 、
ω 、
ω 、
仰はモ
ンゴ
ル
語に
も
共
通で
ある 。
ωはモ

ンゴ
ル
語に
もある
が 、
比
較
的
新しい 、
トル
コ
語か
らの
借
用語と
見ら

れ
る 。
日
本
語に
多くの
トルコ

語
的
要素が
見
出さ
れる
(「
民族
学研究」

第お
巻
第3
号の
拙
論
「日
本語に
お
け
るツン
グ
iス

語
的
要素」
参
照)

こ
と
は 、
か
ねがね
私の
奇
異に
思っ
てい
たこ
と
で
ある
が 、
高句
麗
語に

もトル
コ
語
的
要
素が
ふ
くま
れてい
たこ
と
を
想えば 、
その
理
由が
理
解

さ
れ
るで
あ
ろ
う 。

高
句
麗は
東
部の
旬奴の
種に
属し 、
そし
てこ
の
旬奴

は
将
来 、
トル
コ
語 、
モ
ンゴ
ル
語 、
ツン
グ
lス

語と
し
て
発
達
すべ
き
要

素を
ふ
くん
でい
たと
推
定さ
れ
るの
で
為
るが 、
日
本語
も
高句
麗語と
と

もに
旬奴
的
要
素を
伝えてい
るの
では
ない
か
と
思わ
れ
る
(し
か
し 、
日

本語
が
ツン
グ
lス

的
要
素を
もっ
と
も
多くふん
でい
るこ
と
は
私の
か
ね

がね
主
張し
て
い
るとこ
ろで
ある) 。
高句
麗・
日
本語の
比
較
研
究は 、

その
実
体の
あ
ま
りよ
く
知ら
れ
てい
ない
旬奴語の
解
明に
も
役立つ
日
が

到
来するか
も
知れ
ない 。

ーl順
天
堂
大
学
教
授
|i

11 


